
今 号 の
トピックス

第16号

題字は小松高等学校1年 海口 碧大さんの作品です

今 号 の
トピックス ●   2月定例会で議員提案条例「石川県がん対策推進条例」

　を全会一致で可決しました！！

   ●  県民の代表として石川県知事に聞きました！！

　2月26日の県議会本会議を前に、
「オーケストラ・アンサンブル金沢
（OEK）」によるNHK連続テレビ小説
「まれ」の主題歌「希空（まれぞら）」な
ど2曲の演奏があり、傍聴に訪れた方
や県執行部、議員たちは議場に響く
軽やかな調べに耳を傾けました。この
演奏は、県政の支援に対する感謝と
してOEKの皆さんが毎年2月議会本
会議開会時に実施しているものです。
　今号の特集では、議員が平成27年
度に行った質問をピックアップしていま
す。写真の議場を中心に繰り広げられ
た多彩な質問の数々を、ぜひチェック
してください。

県議会議場に
オーケストラ・
アンサンブル金沢の
軽やかな演奏が響く



・生業としての林業を守るための豊かな森づ
くりへの機運を高める取り組みを聞く。ま
た山林の境界調査への支援策を聞く。
・介護保険サービスの一部が市町村事業に移
行されることについて、どのような課題があ
ると認識しているのか。

・北陸新幹線について、敦賀開業までの間に
おける、金沢開業効果の南加賀地域への波
及に向けた思いを聞く。
・交通インフラ面で企業誘致に最適な加賀市
で、企業誘致のための工業団地造成に取り
組む考えはないか。

・能登半島の魚介類はブランドとして評価さ
れており、一層の取り組みをしていかなけ
ればならないと考えるが、所見を聞く。
・中小企業振興条例が制定されたが、これに
伴い今後、中小企業にどのような支援策を
実施していくのか。

・県外出身大学生を石川に定着させるに
は、県内企業の就職につなげることが重
要だが、どう取り組んでいくのか。
・金沢港のにぎわいと駅西地区の活性化に
ついて、一体的に発展を考える組織を立
ち上げる必要があると考えるがどうか。

・国が高レベル放射性廃棄物の最終処分場
の候補地を県内で選定した場合、どのよう
に対応するのか。
・避難所や防災機器の整備・点検も含め、避
難体制の徹底を市町に改めて促すことが重
要と考えるが、所見を聞く。

・北陸新幹線白山駅（仮称）の設置について、国
やＪＲに要望するなど最大限の努力をすべき
時期に来ていると考えるが、所見を聞く。
・食と農業・農村ビジョンの策定にあたって
は、農家に意識調査を実施してその声を施
策に反映させるべきと思うがどうか。

・北陸新幹線敦賀以西ルートについて、県民の
メリットに鑑み、国に対し言うべきことは言わ
なければならないと考えるが、所見を聞く。
・県人口ビジョンの目標について、具体的な
取り組みの裏付けをもって、より現実的に
進めるべきと考えるが、所見を聞く。

・新規就農者数の減少原因として、求職者が
他産業に流れ、農業法人就業者が減ったと
いうことが言われているが、所見を聞く。
・本県全体の農家の意識調査を実施し、今後
農地全体についてどう対策していくのかを
検討すべきと考えるが、所見を聞く。

・世界遺産登録や国宝指定は、観光誘客にど
のような効果があると考えているか。
・北陸三県で国宝建造物がないのは本県だけ
であり、県内建造物の国宝指定に向け知事
が先頭に立って取り組んでいくべきと考え
るが、決意を聞く。

県民の代表として
石川県知事に聞きました！！ 下沢 佳充

6期 自由民主党

山田 省悟
6期 自由民主党

吉﨑 吉規
6期 自由民主党

石坂 修一
7期 未来石川

紐野 義昭
7期 自由民主党

藤井 義弘
6期 自由民主党

石田 忠夫
7期 自由民主党

向出 勉
8期 自由民主党

和田内 幸三
7期 自由民主党

福村 章
10期 自由民主党

金原 博
12期 未来石川

稲村 建男
9期 自由民主党

※県の回答やこのほかの質問は「石川県議会　会議録」、前号誌面は「石川県議会　県議会だより」で検索してください。

・金沢駅周辺の交通渋滞対策は、観光客が集
中することをふまえ、部局横断的に検討す
べき課題と考えるが、対応を聞く。
・県では「石川県介護・福祉人材確保・養成
基本計画」を策定しているが、介護分野の
人材不足への認識と決意を聞く。

・県立図書館の移転と同時に文書館を新設す
るのか。また新図書館のプロジェクトチー
ムは文書館の調査や構想策定も行うのか。
・貧困問題について、応援ネットワークの形成
など対策先進県としての取り組みを期待する
が、国には具体的に何を要望していくのか。

・短期大学の入学者の減少が進んでいると聞
くが、小松短期大学における推移を聞く。
・小松短期大学が４年制大学となる計画につ
いてどの程度把握しているのか。また県で
も関心をもってアドバイスをしてほしいが、
所見を聞く。

県外出身大学生の
石川への定着等に
ついて

高レベル
放射性廃棄物の
最終処分場等に
ついて

北陸新幹線
白山駅（仮称）に
ついて

金沢駅周辺の
交通渋滞対策等に
ついて

文書館の
新設等について

小松短期大学に
ついて

豊かな森づくりへの
取り組み等について

新幹線開業効果の
南加賀地域への
波及等について

能登半島の
魚介類のブランド化
等について

北陸新幹線
敦賀以西ルート等に
ついて

新規就農者数の
減少等について

県内建造物の
国宝指定への
取り組み等について

　県議会議員は、県民の代表としてさまざまな活動に力を注いでいます。そのひとつとして、本
会議や委員会で意見を述べたり、質問を行ったりすることで皆さんの声を県政に届けています。
そこで、県議会だよりでは、全議員がこれまでに行った質問の一部を紹介しており、今号では3
期以上の議員を取り上げます。質問に対する県の回答やこのほかの質問、前号（今年2月発行）
に掲載した1期・2期の議員の質問は、県議会ホームページでご覧いただけます。また、議会図
書室でも閲覧できますので、ぜひご利用ください。

皆さんの声を
県政に！！
vol.2

中村 勲

・おもてなしの心を発信することが交流人口
増大につながると思うが、県民の理解を深
め協力を得るために、どう取り組むのか。
・道路の無電柱化は都市景観の改善等だけ
ではなく防災の観点からも積極的に推進
すべきであるが、どう取り組むのか。

5期 自由民主党

おもてなしの心等に
ついて

なかむら いさお

西田 昭二

・能登のキリコ祭りの魅力を国内外に発信し、
さらに活性化させることが日本遺産活用の
一番の狙いだと思うが、取り組みを聞く。
・保育所に子どもを年度途中でもスムーズに
預けることができるよう、保育士の確保に
どう取り組んでいるのか。

3期 自由民主党

日本遺産
キリコ祭りの
活用等について

にしだ しょうじ

吉田 修

・来年に向けた知事の思いについて、一言で
表すとどのような言葉になるのか。
・県やＩＲいしかわ鉄道は、ICOCAの導入に
関して、ＪＲとどのような話をしているの
か。また交通系ＩＣカードへの対応をどのよ
うに考えているのか。

3期 未来石川

来年に向けた
知事の思い等に
ついて

よしだ おさむ

よしさき よしのり しもざわ よしたか やまだ しょうご

ふじい よしひろ いしさか しゅういち ひもの よしあき

わだうち こうぞう いしだ ただお むかいで つとむ

いなむら たけお ふくむら あきら かなはら ひろし

・白山で通信可能な携帯電話会社は1社だけ
であり、全ての携帯電話で防災情報を入手
できるようにすべきだが、所見を聞く。
・高齢運転者の事故防止に向けた専門家によ
る相談体制の整備や、高齢者の移動手段の
確保について所見を聞く。

谷内 律夫
3期 公明党

白山での携帯電話
通信環境の
改善等について

やち りつお

・金沢市を中心とする６市町が連携中枢都
市圏となることで、財政支援も含め具体
的にどのようなメリットがあるのか。
・多くの観光客が訪れる金沢にふさわし
い道路の緑化に取り組むことが重要と思
うが、その意気込みを聞く。

米田 昭夫
4期 自由民主党

連携中枢都市圏の
メリット等について

よねだ あきお

・北陸新幹線白山駅（仮称）の必要性や経済
効果を、県民に広く周知する必要があると
思うが、どのように行うのか。
・県、白山市、期成同盟会、国会議員が一丸
となって白山駅（仮称）の実現に向けて取り
組まなければならないが、決意を聞く。

作野 広昭
4期 自由民主党

北陸新幹線
白山駅（仮称）に
ついて

さくの ひろあき

・志賀原発の現状と今後の方針にかかる説明
について、一般市民対象の説明会や意見聴
取会の開催は不可欠と思うがどうか。
・介護従事者の賃金と労働条件改善は進んで
いないが、田舎で介護する人もされる人も
大事にされる仕組みを考えられないか。

盛本 芳久
4期 未来石川

志賀原発にかかる
意見聴取会等の
開催等について

もりもと よしひさ

・新たな長期構想について、知事が思い描く１０
年後の本県はどのようなものか。また、総合
戦略等は他県と比べどんな特徴があるのか。
・「まれ」放送により認知度が向上した能登
の観光振興のさらなる強化を期待するが、
にぎわい継続に向けた思いを聞く。

宮下 正博
4期 自由民主党

新たな
県長期構想の
特徴等について

みやした まさひろ

・兼六園周辺文化の森の活性化について、文
化財保存修復工房リニューアルの進捗状況
と情報発信機能の具体的な内容を聞く。
・金沢城公園について、鼠多門等の復元の意
義と復元による金沢城の魅力向上、鶴の丸
休憩所の建て替えについて所見を聞く。

米澤 賢司
5期 自由民主党

鼠多門等の
復元による金沢城の
魅力向上について

よねざわ けんじ



県議会
だより TEL 076 (225)1036 FAX 076 (225)1037第16号

●お問い合せ

編集・発行／石川県議会（年4回発行）

※掲載を予定していた「特別委員会活動レポート」につきましては、
　次号で紹介します。

石川県議会事務局企画調査課

http://www.pref.ishikawa.lg.jp/gikai/

県議会の活動を伝える広報紙

〒920-8580　金沢市鞍月1丁目1番地

石川県議会ホームページ メールアドレス
gikai@pref.ishikawa.lg.jp

県議会に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください。

県議会では、県民の声を取り入れた運営に力を
注いでいます。ご意見やご提言は、下記の
E-mailからもお送りいただけます。
ぜひ皆さまの思いを、県議会にお伝え願います。

平成28年3月31日発行

県議会の傍聴や見学ができます！

生涯にわたって
安心して暮らせる社会実現へ
「石川県がん対策推進条例」が施行
　日本人の死因で最も多いのが“がん”です。
県内でも、昭和55（1980）年から現在まで死
亡原因の第1位であり、平成26年には年間の
全死亡原因の約3割にあたる約3500人の方が
がんで亡くなっています。
　県議会では、県民の生命や健康に重大な
課題であるがん対策を大きく前進させるた
め、議員提案条例として「石川県がん対策推
進条例」を、今年2月に開かれた石川県議会
定例会で全会一致で可決。3月25日に公布・
施行されました。同条例の大きな特色は、
「がんの予防」「がんの治療」「がんとの共
生」を3つの柱とし、総合的で計画的に対策
を推進していくことです。例えば、予防に関し
ては、早期発見の重要性を訴える普及啓発な

どを進め、並行してがん診療の拠点となる病
院の機能強化や専門的知識を持った医師・
看護師の育成などに力を注ぎ、がん治療の充
実を目指します。一方で、緩和ケアや在宅医
療などの推進を通して、がんと向き合って生き
られる社会の構築も目標に掲げています。
　また、同条例では、県の責務や市町・県
民・事業者・保健医療福祉関係者などの役
割も定めています。県議会ではこの条例をき
っかけに、石川県の多くの方々が力を合わ
せ、生涯にわたって安心して暮らすことのでき
る健康長寿社会の実現につなげていきたい
と考えています。

県民のがん検診受診などをすすめる
キャラクター「けんしんくん」

県全体で力を合わせ、
がん対策に

取り組みましょう！2月定例会で
議員提案条例「石川県がん対策推進条例」を
全会一致で可決しました！！


